


歯の健康づくりネットワーク会議を設置し、地域の関係機関等と連携を図り、歯科保健対策を計画的

に推進しています。現在、保育所・幼稚園における子どものむし歯予防を重点的に推進していますが、

生涯を通じて各ライフステージの歯および口腔の健康を保つため、大人に対する歯周疾患予防にも力

を入れていく必要があります。



本市は県内でも自殺者数割合が高いため、市民が自殺予防のために必要な精神保健の知識を得て、適

切に対応できるように対策を実施しています。今後は、関係機関との連携を強化し、総合的な自殺予

防対策の充実を図ることが必要です。







市民活動団体である志摩地域医療を考える会と市との協働により、地域医療を守るまちづくりを推進

しています。今後は市民に対し、医療の現状と適正受診についての啓発活動を具体的に推進していく

必要があります。







高齢化率が 30 パーセントを超え、認知症高齢者の増加や障がい者の自立に向けた取り組みの進展に

ともない、成年後見制度への関心は年々高まっています。認知症高齢者や障がい者の方々が安心して

暮らすことのできる地域づくりのため、権利擁護を考える機会の提供や成年後見制度の説明会や相談

会を継続的に開催する必要があります。







高齢者等への虐待を早期発見するため、「志摩市あんしん見守りネットワーク」などを活用した取り

組みを行っています。今後も虐待防止のための啓発や見守り協力員による虐待の早期発見などの取り

組みを進め、虐待防止や対応を図ることが必要となっています。









介護に関する市民ニーズの把握に努め、必要なサー

ビスの充実を図るとともに、介護サービス事業者と

の連携を密にし、研修等さまざまな機会を通じて、

介護サービス・介護予防サービスの質の向上に努め

ていきます。

閉じこもりがちで話す機会の少ない高齢者に話す機

会を提供し、話し相手となる傾聴ボランティアや、

介護予防リーダーとして地域で介護予防の取り組み

を推進するお達者サポーター等を養成し、活動を支

援します。















戦没者の遺族等に対して各種給付金などの事務を行

います。



心理診断機能の拡充など家庭児童相談室の機能強化が求められています。あわせて、発達障がい児支

援の充実も求められています。









人権問題にかかわる相談・指導等、行政の窓口とし

ての役割を担うとともに、市民に対して人権啓発を

行う拠点として、志摩市人権センター（仮称）の設

置の検討を進めます。













450 人／年

11 人

 600 人／年

20 人








